
かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす かかわる もとめる はたす

○ ○ 地歴 ○ 公民 ○ ○ ○ 理科 ○ ○

○ ○ 芸術（書道） ○ ○ 外国語 ○ ○ ○ ○ 水産 ○ ○

○ ○ 商業 ○ ○ 特別活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ （ホームルーム） ○ ○ ○

実施時期
及び時数

かかわる もとめる はたす
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６時間
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２時間

６月 11月

２時間

６月

１２時間

９月

３時間

10月

１２時間

７月

２時間

６月

１時間

２月
１時間

７月

３０時間

１０月

６時間

２月

1時間

６月

２時間

８月～９月

５時間

１月

１時間

８６時間

　MAP実践

　性教育講話

　進路ガイダンス

　インターンシップ

　地域清掃活動

　進路ガイダンス

保健委員会

進路委員会

進路委員会

環境福祉委員会

進路委員会

進路委員会

指 導 内 容 委員会

進路委員会

防災委員会

体育祭実行委員会

交通安全委員会

　キャリア教育講演会

　防災教育・避難訓練

　体育祭

　バイク実技講習会

　向洋祭（文化祭）

代議委員会

向洋祭実行委員会

○

平成28年度宮城県気仙沼向洋高等学校　「志教育」年間指導計画

MAPの実践の中で，クラスの団結力を高めると共に，クラ
スの仲間たちとの相互理解を促進する機会とする。

特別活動

学校周辺の清掃活動を地域住民の方々と協力して行う事によ
り，奉仕の精神を高め，地域連携の重要性について考えさせ
る。

特別活動

　野外活動

３つの視点

各
教
科
・
領
域
指
導
計
画

国語 数学

　
国語を通して思考力を

伸ばし感性を豊かにする
とともに，言語感覚を磨
き，他者と言葉によってつ
ながる力を高める。

日本と世界の歴史や地
理，そこに生きる人々の
生活など，異文化理解を
進めながら，国際社会を
主体的に，世界平和に資
する態度を養う。

人間としてのあり方や
社会の諸事象についての
理解を深め，批判的な思
考力を養い，民主的で平
和な社会の一員としての
自覚を育成する。

工業

自然の事物・現象への
関心を深めさせ，観察や
実験を行い，科学的に探
求す る 態度と能力を養
う。

保健体育 家庭

　
健康・安全・運動につい

ての理解と実践により，
運動に親能力や健康の
ための実践力を育成身に
付け，明るく健康的な生
活を送る態度を養う。

生涯にわたって芸術を
愛し，豊かな感性や情操
を養う。表現と鑑賞の能
力を伸ばし，書の伝統と
文化について理解を深め
る。

外国語を通して，言語
や文化の理解を深め，積
極的にコミュニケーション
を 図 る 意 欲 と 能力 を養
い，同時に異文化を理解
する態度を育成する。

人間の健全な発達と生
活の営みを総合的にとら
え，家族の意義や，生活
の技術・知識を習得させ
る。同時に，男女協力の意
義についても理解させる。

水産や海洋に関する基
本的な知識や技術のうえ
に，水産や海洋関連産業
と，地域も含めた社会の
発展を図る実践的能力や
態度を養う。

　
数学に関する原理・法則

の体系的な考え方を身に
つけさせ，それを活用する
ことで，数学的な問題解決
能力や総合的な判断力を
養う。

工業の各分野の基本的
な知識や技術のうえに，
現代社会の様々な課題
に対応しつつ，工業と社
会の発展を図る実践的能
力や態度を養う。

基本的な知識や技術の
上に，ビジネスに関する
理解を深めさせ，社会的
モラルやビジネスマナー
などの育成を図り，経済
社会の発展を図る態度を
育成する。

ねらい 指導教科等

協力して楽しむことで，クラスや学年の連帯感を高める。 特別活動

命を守り安全を確保するために，自覚的な行動の大切さ
を体得すると共に，防災の意識を高める機会とする。

学校行事

◎ ○

第一線で活躍する社会人の話を通して，自らの生き方を
考えさせる。

特別活動 ○

○

クラスやチームの中で責任を果たしつつ協力する力を養う。特別活動 ◎ ○

○

○

創造的な高校生文化を発表し，またクラスや文化部の団
結力を高める。

特別活動 ◎ ○

命と安全を守るために，交通法規を遵守し運転技術を高
める機会とする。

特別活動

○

青春期に避けて通れない問題を深く考えさせ，同時に男
女理解の機会とする。

特別活動 ○

◎

共
　
通

2
年

○ ○
実地に職業を体験することで，勤労観・職業観を育成し，
進路目標を明確にする力を培う。

授業（実習
科目）

◎

◎

　進路ガイダンス

　職場訪問・企業見学

　薬物乱用防止教室

自分の進路に合わせた具体的な説明により，進路
決定の資料を収集する。

特別活動

薬物の危険を理解し，責任ある社会人として健康で誠実
な人生をつくる力を養う。

特別活動

先輩の体験談を参考にして，自分の進路について具体的
に考える。

特別活動

希望進路先を訪問し見学することで，進路決定の機会とする。

合計時数

進路委員会

保健委員会

◎

○

◎

○

○

その他

１
年

特別活動
先輩の体験談を参考にして，自分の進路について具体的
に考える。

○

代議委員会

○

◎

3
年

全学年共通

○生徒全員がホームルームという集団組織の
中で，生徒会活動及びホームルーム活動にお
ける日常的かつ継続的な活動を行う。

○「尚志」「力行」「創造」の校訓を生かし，助け
合いながら未来を切り拓く。

○志を持って進路を達成できるように，地域の
復興にも協力する。

○震災による甚大な打撃を乗りこえ，望ましい
人間関係を築く。

各
学
年
年
間
指
導
目
標

１
年

２
年

３
年

（学校行事）

　
望ましい集団活動を通

して，集団や社会の一員
としてかかわり，よりよい
生活や人間関係を築こう
とし，人間としての在り方
生き方をもとめる。

　
学校行事を通して，集団

への所属感や連帯感を深
め，地域貢献や公共の精
神を養い，協力して学校生
活や社会生活を築こうとす
る。

望ましい人間関係を形
成し，集団の一員として
ホームルームや学校にお
けるよりよい生活づくりの
役割と責任をはたす。

○向洋生としての高い志を持ち，信念を抱きながら力強く歩む生徒の育成をめざ
す。
○基本的な生活習慣，学習習慣の確立を図るとともに，自己理解のうえに立った
社会性を育成する。
○様々な情報を提供しつつ，進路意識の涵養を図る。

○中堅学年としての自覚を持たせ，自己を見つめさせつつ，学習習慣を定着さ
せる。
○心身の健康を増進し，節度や思いやりのある人間の育成に努める。
○自己の能力適性の理解を指導し，進路希望を明確にさせ，その実現への道程
を考えさせる。

○最高学年の自覚のうえに，進路希望の達成を実現する。
○自立の精神を育み，人格の育成を図り，高校生活を充実させる。
○主体性と協調性とを統合し，社会人としての準備をうながす。


